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(57)【要約】
【課題】空気清浄機能を有するとともに、リプロセス室
内に効率良く配置することができる構成を有する内視鏡
保管庫を提供する。
【解決手段】内視鏡が収容される収容室を具備する内視
鏡収容部３と、内視鏡収容部３が、洗浄消毒装置１００
の高さ方向の上方に位置するよう、内視鏡収容部３を支
持する脚部２と、内視鏡収容部３の収容室に設けられた
、係止された内視鏡を保持する内視鏡保持部と、内視鏡
収容部３において、洗浄消毒装置１００に対向する底面
３ｔに設けられた、洗浄消毒装置１００から蒸発した薬
剤の蒸気を吸気する吸気口と、内視鏡収容部３に設けら
れた、吸気口から吸気した蒸気を排出する排出口５と、
内視鏡収容部３において、一端が吸気口に開口し、他端
が排出口５に開口するよう設けられた流体管路と、流体
管路に設けられた、吸気口から吸気した薬剤の蒸気成分
及び匂いを除去するフィルタと、を具備することを特徴
とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡が収容される内視鏡保管庫であって、
　前記内視鏡が収容される収容室を具備する内視鏡収容部と、
　前記内視鏡収容部が、洗浄消毒装置の高さ方向の上方に位置するよう、前記内視鏡収容
部を支持する脚部と、
　前記内視鏡収容部の前記収容室に設けられた、係止された前記内視鏡を保持する内視鏡
保持部と、
　前記内視鏡収容部において、前記洗浄消毒装置に対向する底面に設けられた、前記洗浄
消毒装置から蒸発した薬剤の蒸気を吸気する吸気口と、
　前記内視鏡収容部に設けられた、前記吸気口から吸気した前記蒸気を排出する排出口と
、
　前記内視鏡収容部において、一端が前記吸気口に開口し、他端が前記排出口に開口する
よう設けられた流体管路と、
　前記流体管路に設けられた、前記吸気口から吸気した前記薬剤の蒸気成分及び匂いを除
去するフィルタと、
　を具備することを特徴とする内視鏡保管庫。
【請求項２】
　前記脚部は、前記洗浄消毒装置の蓋体が開成された際、前記蓋体が前記内視鏡収容部に
対し非接触となる高さに前記内視鏡収容部を支持していることを特徴とする請求項１に記
載の内視鏡保管庫。
【請求項３】
　前記内視鏡保持部は、前記高さ方向に昇降自在に構成されていることを特徴とする請求
項１または２に記載の内視鏡保管庫。
【請求項４】
　前記流体管路に、前記吸気口における前記薬剤の蒸気の吸気を促進するファンが設けら
れていることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の内視鏡保管庫。
【請求項５】
　前記ファンは、前記洗浄消毒装置に対する電源供給に連動して駆動することを特徴とす
る請求項４に記載の内視鏡保管庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡が収容される内視鏡保管庫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡は、医療分野及び工業用分野において広く利用されている。医療分野にお
いて用いられる内視鏡は、細長い挿入部を体腔内に挿入することによって、体腔内の臓器
を観察したり、必要に応じて内視鏡が具備する処置具の挿通チャンネル内に挿入した処置
具を用いて各種処置をしたりすることができる。
【０００３】
　医療分野の内視鏡は、特に検査及び治療を目的として体腔内に挿入されて使用されるも
のであるため、使用後、再度使用するためには洗浄消毒が必要となる。この使用済みの内
視鏡を洗浄消毒する方法としては、例えば、内視鏡洗浄消毒装置（以下、単に洗浄消毒装
置と称す）を用いて行う方法が周知である。
【０００４】
　洗浄消毒装置を用いれば、内視鏡は、洗浄消毒装置の洗浄消毒槽内にセットされるのみ
で、内視鏡に対して、自動的に、洗浄、消毒、濯ぎ及び水切り等（以下、洗浄消毒工程と
称す）を行うことができる。
【０００５】
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　また、洗浄消毒された内視鏡は、内視鏡保管庫内に収容されて保管される。具体的には
、内視鏡保管庫内に設けられたハンガ等の保持部に、例えば内視鏡の操作部が係止され、
保持部によって操作部が保持されることにより、内視鏡は、内視鏡の挿入部及びユニバー
サルコードが垂れ下がった状態で、内視鏡保管庫内において保管される。尚、１つの保管
庫内には、複数の保持部が設けられていることから、複数の内視鏡が１つの保管庫内に保
管できるようになっている。
【０００６】
　また、内視鏡の挿入部及びユニバーサルコードは、通常、細長に形成されていることか
ら、保持部に操作部が保持され、挿入部及びユニバーサルコードが垂れ下がった状態にお
いて、挿入部及びユニバーサルコードが内視鏡保管庫内の底面に接触することがない所定
の高さに、内視鏡保管庫は形成されているのが一般的である。
【０００７】
　しかしながら、内視鏡保管庫が上述した所定の高さに形成されている場合、保持部は、
挿入部及びユニバーサルコードが内視鏡保管庫内の底面に接触することがないよう、内視
鏡保管庫内の上方に位置していることから、例えば背の低い作業者は、内視鏡の操作部を
保持部に対し係止させ難くなってしまうといった問題があった。
【０００８】
　このような問題に鑑み、特許文献１には、内視鏡の操作部が係止される保持部が、高さ
方向に昇降自在な構成が開示されている。このような構成によれば、作業者は、保持部を
内視鏡保管庫内の下方に移動させて、保持部に操作部を係止させる作業が行えるため、背
の低い作業者であっても、容易に保持部に操作部を係止させることができる。尚、保持部
に操作部を係止させた後は、保持部は、作業者によって、内視鏡保管庫内上方に移動され
ることにより、挿入部及びユニバーサルコードが内視鏡保管庫内の底面に接触してしまう
ことが防止されている。
【特許文献１】実開昭５６－０６４０９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ところで、内視鏡洗浄消毒装置及び特許文献１に示したような内視鏡保管庫は、作業者
が内視鏡を洗浄消毒する部屋（以下、リプロセス室と称す）、もしくは、それに近い場所
に設置されているのが一般的である。これは、洗浄消毒後の内視鏡が汚れの付着なく、速
やかに保管できるようにするためである。尚、リプロセス室においては、内視鏡洗浄消毒
装置及び内視鏡保管庫は、複数配置される場合もある。
【００１０】
　また、洗浄消毒装置を用いた内視鏡の消毒は、過酢酸やグルタラールなどの高水準消毒
剤を用いて行うことから、リプロセス室内の換気状態が良くない場合には、リプロセス室
内には、該リプロセス室内が消毒液の蒸気や匂いで満たされてしまうことを防止する空気
清浄機も配置されている。
【００１１】
　よって、リプロセス室内には、内視鏡洗浄消毒装置、内視鏡保管庫、空気洗浄機等が配
置されていることから、これらを複数配置すると、リプロセス室内のスペースが狭くなっ
てしまうといった問題があった。
【００１２】
　特に、内視鏡保管庫は、内視鏡の所持本数が増えるほど必要になることから、内視鏡保
管庫の配置数の増設を考慮するとリプロセス室内のスペースがさらに狭くなってしまう、
またはリプロセス室内のスペースを考慮すると内視鏡保管庫の増設が行えなくなってしま
うといった問題もあった。
【００１３】
　本発明の目的は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、空気清浄機能を有するとと
もに、リプロセス室内に効率良く配置することができる構成を有する内視鏡保管庫を提供
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するにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するため本発明による内視鏡保管庫は、内視鏡が収容される内視鏡保管
庫であって、前記内視鏡が収容される収容室を具備する内視鏡収容部と、前記内視鏡収容
部が、洗浄消毒装置の高さ方向の上方に位置するよう、前記内視鏡収容部を支持する脚部
と、前記内視鏡収容部の前記収容室に設けられた、係止された前記内視鏡を保持する内視
鏡保持部と、前記内視鏡収容部において、前記洗浄消毒装置に対向する底面に設けられた
、前記洗浄消毒装置から蒸発した薬剤の蒸気を吸気する吸気口と、前記内視鏡収容部に設
けられた、前記吸気口から吸気した前記蒸気を排出する排出口と、前記内視鏡収容部にお
いて、一端が前記吸気口に開口し、他端が前記排出口に開口するよう設けられた流体管路
と、前記流体管路に設けられた、前記吸気口から吸気した前記薬剤の蒸気成分及び匂いを
除去するフィルタと、を具備することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、空気清浄機能を有するとともに、リプロセス室内に効率良く配置する
ことができる構成を有する内視鏡保管庫を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。  
　図１は、本実施の形態を示す内視鏡保管庫を洗浄消毒装置とともに示す正面図、図２は
、図１の内視鏡保管庫及び洗浄消毒装置を、図１中のII方向からみた側面図である。
【００１７】
　図１、図２に示すように、内視鏡保管庫１は、内視鏡５０（図５参照）が収容される後
述する収容室３ｉを具備する内視鏡収容部３と、該内視鏡収容部３が、洗浄消毒装置１０
０の高さ方向Ｈの上方に位置するよう内視鏡収容部３を支持する複数本、例えば４本の脚
部２とにより主要部が構成されている。言い換えれば、図１に示すように、洗浄消毒装置
１００は、内視鏡保管庫１の高さ方向Ｈに直交する幅方向Ｓの脚部２間において配置自在
となっている。
【００１８】
　尚、脚部２、内視鏡収容部３は、耐腐食性を有する材料、例えばステンレスから構成さ
れている。また、洗浄消毒装置１００の構成は、周知であるため、その構成の説明は省略
する。
【００１９】
　脚部２は、洗浄消毒装置１００の装置本体１０１の高さ方向Ｈの上面に対して開閉自在
な蓋体１０２が開成された際、該蓋体１０２が内視鏡収容部３に対して非接触となる高さ
に内視鏡収容部３を支持しているのが好ましい。尚、内視鏡を装置本体１０１にセット可
能な蓋体１０２の開き具合を確保できるなら、内視鏡収容部３は、蓋体１０２と接触する
高さに位置していてもよい。
【００２０】
　また、図１に示すように、内視鏡収容部３の前面には、開閉扉４が設けられており、開
閉扉４が開成されることにより、収容室３ｉに内視鏡５０が収容できるようになっている
、または開閉扉４が閉成されることにより、収容室３ｉに収容された内視鏡５０を保管で
きるようになっている。
【００２１】
　さらに、内視鏡収容部３の前面であって、開閉扉４よりも高さ方向Ｈの上方に、内視鏡
収容部３の内部において収容室３ｉとは別の位置に設けられた、後述する流体管路６の排
出口５が設けられている。
【００２２】
　また、図２に示すように、内視鏡収容部３の側面において、流体管路６に対向する位置
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に、流体管路６内に設けられる、後述するフィルタ９を交換するために開閉される蓋８が
設けられている。
【００２３】
　さらに、図２に示すように、内視鏡収容部３の底面３ｔに、流体管路６の後述する吸気
口７が設けられている。吸気口７は、洗浄消毒装置１００の蓋体１０２と対向するよう配
置されている。
【００２４】
　また、図２に示すように、内視鏡保管庫１は、内視鏡収容部３の上面に固定された、例
えばＬ字状の固定具１０が、ビス１１によりリプロセス室の壁１２に固定されることによ
り、転倒することがないよう固定されている。尚、内視鏡保管庫１の転倒防止のための構
造としては、他の構造であっても構わない。
【００２５】
　次に、内視鏡収容部３の内部の構成について、図３～図６を用いて説明する。図３は、
図１の内視鏡収容部の開閉扉が開成されるとともに、内視鏡保持部が降下された状態にお
ける内視鏡保管庫の部分斜視図、図４は、図３の内視鏡保管庫を図３中のIVの方向からみ
た側面図である。
【００２６】
　また、図５は、図３の内視鏡保持部に内視鏡が保持され、内視鏡保持部が上昇されて、
内視鏡が収容室に収容された状態を示す内視鏡保管庫の部分正面図、図６は、図１の内視
鏡収容部の断面を、流体管路を中心に概略的に示す図である。
【００２７】
　図３に示すように、内視鏡収容部３の内部には、図５に示すように、内視鏡５０が収容
される収容室３ｉが設けられている。また、収容室３ｉに、内視鏡５０が係止されること
により内視鏡５０を保持する内視鏡保持部１５が設けられている。
【００２８】
　具体的には、図３、図５に示すように、内視鏡保持部１５は、幅方向Ｓにおいて、収容
室３ｉの幅方向Ｓの幅と略同じ幅に形成されており、開閉扉４に対向する前面に、図５に
示すように、内視鏡５０の操作部５０ｃ及びユニバーサルコード５０ｕが係止される複数
の係止部１５ｋが形成されている。
【００２９】
　また、図３～図５に示すように、内視鏡保持部１５の幅方向Ｓの両端面には、固定板１
７がそれぞれ設けられており、各固定板１７には、高さ方向Ｈの下方に延出するコの字型
の把持アーム１８が設けられている。さらに、各固定板１７には、各一端が収容室３ｉの
幅方向Ｓの壁に回転自在に軸支された軸支アーム１６の他端が、それぞれ固定されている
。
【００３０】
　このことにより、内視鏡保持部１５は、図４に示すように、高さ方向Ｈにおいて昇降す
るように構成されている。
【００３１】
　具体的には、図５に示すように、内視鏡保持部１５が収容室３ｉに収容されている状態
から、作業者によって把持アーム１８が保持され、該把持アーム１８が降下されると、内
視鏡保持部１５は、軸支アーム１６により、図３、図４に示すように、開閉扉４の高さ方
向Ｈの下部位置まで降下する。このことにより、背の低い作業者であっても、内視鏡保持
部１５の複数の係止部１５ｋに、内視鏡５０の操作部５０ｃ、ユニバーサルコード５０ｕ
を係止させることができる。
【００３２】
　内視鏡保持部１５に内視鏡５０を保持させた後は、作業者によって把持アーム１８が把
持され、該把持アーム１８が上昇されると、内視鏡保持部１５は、軸支アーム１６により
、図５に示すように、把持アーム１８が収容室３ｉに収容される位置まで上昇する。その
結果、内視鏡５０は収容室３ｉに収容される。尚、この際、図５に示すように、内視鏡５



(6) JP 2010-115268 A 2010.5.27

10

20

30

40

50

０の細長な挿入部５０ｓ及びユニバーサルコード５０ｕも、確実に収容室３ｉに収容され
る。
【００３３】
　ここで、図２、図６に示すように、内視鏡収容部３の内部には、収容室３ｉの他、断面
Ｌ字型の流体管路６が設けられている。流体管路６の一端は、内視鏡収容部３の底面３ｔ
に設けられた上述した吸気口７に開口しているとともに、他端は、内視鏡収容部３の前面
に設けられた上述した排出口５に開口している。
【００３４】
　吸気口７は、内視鏡収容部３の底面３ｔにおいて、洗浄消毒装置１００の蓋体１０２に
対向する位置に形成されており、蓋体１０２周囲の微量の消毒液の蒸気Ｊの成分及び匂い
を吸気するものである。
【００３５】
　また、流体管路６には、中途位置に、吸気口７から吸気した消毒液の蒸気成分と同時に
匂いも除去する。例えば活性炭から構成されたフィルタ９が設けられている。フィルタ９
は、上述したように、内視鏡収容部３の側面に設けられた蓋８が開閉されることにより、
交換可能となっている。尚、フィルタ９は、活性炭に限定されず、例えば光触媒等であっ
ても構わない。
【００３６】
　排出口５は、吸気口７から吸気され、フィルタ９により、蒸気成分が除去された空気を
、排出するものである。
【００３７】
　また、流体管路６において、吸気口７の近傍に、吸気口７からの蒸気Ｊの成分及び匂い
の吸気を積極的に促進するファン１３が設けられている。
【００３８】
　尚、以下、ファン１３を駆動するための電気回路の構成を、図７に示す。図７は、図６
のファンを駆動するための、内視鏡保管庫の電気回路の構成の概略を内視鏡洗浄消毒装置
とともに示すブロック図である。
【００３９】
　図７に示すように、内視鏡保管庫１は、補助ソケット２１と、ヒューズ２２と、電源ス
イッチ２３と、電流検知ユニット２４と、ＤＣ電源２５と、制御回路２６と、駆動回路２
７と、ファン１３とを具備している。
【００４０】
　補助ソケット２１は、洗浄消毒装置１００のコンセント１０５が電気的に接続自在に構
成されており、補助ソケット２１は、ヒューズ２２、電流検知ユニット２４、ＤＣ電源２
５、駆動回路２７に電気的に接続されている。
【００４１】
　また、ヒューズ２２は、電源スイッチ２３、ＤＣ電源２５、駆動回路２７に電気的に接
続されている。さらに、電源スイッチ２３には、外部電源に電気的に接続自在なコンセン
ト２８が設けられている。
【００４２】
　また、電流検知ユニット２４は、ＤＣ電源２５、制御回路２６、駆動回路２７に電気的
に接続されており、制御回路２６は、ＤＣ電源２５、駆動回路２７に電気的に接続されて
いる。さらに、ＤＣ電源２５は、駆動回路２７に電気的に接続されており、駆動回路２７
は、ファン１３に電気的に接続されている。
【００４３】
　ここで、ファン１３を駆動するに当たり、コンセント２８が外部電源に電気的に接続さ
れた場合には、電源スイッチ２３、ヒューズ２２を介して電源ラインＤを流れる電流を、
電流検知ユニット２４が検知するとともに、検知信号が、電流検知ユニット２４から制御
回路２６に入力され、さらに、ＤＣ電源２５により、交流電流から直流電流に変換された
電流により、制御回路２６が駆動する。その後、制御回路２６が、駆動回路２７を動作さ
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せることにより、駆動回路２７からファン１３に電流が供給され、その結果、ファン１３
が駆動するようになっている。
【００４４】
　尚、コンセント２８を外部電源に電気的に接続する構成では、コンセント２８を外部電
源に接続している間は、ファン１３は駆動し続ける構成となっている。
【００４５】
　また、ファン１３を駆動するに当たり、補助ソケット２１に、洗浄消毒装置１００のコ
ンセント１０５が電気的に接続された場合には、補助ソケット２１を介して電源ラインＤ
を流れる電流を、電流検知ユニット２４が検知するとともに、検知信号が、電流検知ユニ
ット２４から制御回路２６に入力され、さらに、ＤＣ電源２５により、交流電流から直流
電流に変換された電流により、制御回路２６が駆動する。その後、制御回路２６が、駆動
回路２７を動作させることにより、駆動回路２７からファン１３に電流が供給され、その
結果、ファン１３が駆動するようになっている。
【００４６】
　よって、補助ソケット２１にコンセント１０５が電気的に接続される構成では、洗浄消
毒装置１００に対する電源供給に連動して、ファン１３が駆動するようになっている。即
ち、ファン１３は、洗浄消毒装置１００の電源がオンになっている間のみ駆動する。
【００４７】
　このように、本実施の形態においては、内視鏡保管庫１は、脚部２によって、内視鏡５
０が収容される収容室３ｉを具備する内視鏡収容部３が、洗浄消毒装置１００の高さ方向
Ｈの上方に位置していると示した。
【００４８】
　このことによれば、内視鏡５０の所持本数が増えて、内視鏡保管庫を増設する必要が生
じたとしても、内視鏡保管庫１における内視鏡５０が収容される内視鏡収容部３を、洗浄
消毒装置１００の上方に位置させることができることから、リプロセス室のスペースを狭
くすることなく、内視鏡保管庫を増設することができる。つまり、洗浄消毒装置１００の
上側の空間を保管スペースとして有効に活用できる。
【００４９】
　また、収容室３ｉにおいて、収容された内視鏡５０を保持する内視鏡保持部１５は、高
さ方向Ｈにおいて、昇降自在であると示した。
【００５０】
　このことによれば、内視鏡５０が収容される内視鏡収容部３が洗浄消毒装置１００の上
方に位置されていたとしても、把持アーム１８が把持されて内視鏡保持部１５が昇降され
ることにより、作業者は、容易に、内視鏡５０を内視鏡保持部１５の係止部１５ｋに対し
係脱させることができる。
【００５１】
　さらに、内視鏡収容部３の底面３ｔには、消毒液の蒸気Ｊの成分及び匂いを吸気する吸
気口７が設けられているとともに、内視鏡収容部３の前面には、排出口５が設けられてお
り、内視鏡収容部３の内部には、収容室３ｉとは別に、一端が吸気口７に開口し他端が排
出口５に開口する流体管路６が設けられていると示した。
【００５２】
　また、流体管路６の中途位置に、消毒液の蒸気成分及び匂いを除去するフィルタ９と、
吸気口７からの蒸気の吸引を積極的に促進するファン１３が設けられていると示した。
【００５３】
　このことによれば、流体管路６及びフィルタ９により、消毒液の蒸気Ｊの成分及び匂い
を除去することができることから、即ち、内視鏡保管庫１の内視鏡収容部３において、消
毒液の蒸気Ｊの成分及び匂いを除去することができることから、リプロセス室に、空気清
浄機を別途配置する必要がなくなるため、リプロセス室内のスペースが狭くなってしまう
ことを防止することができる。
【００５４】
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　以上から、空気清浄機能を有するとともに、リプロセス室内に効率良く配置することが
できる構成を有する内視鏡保管庫１を提供することができる。
【００５５】
　尚、本実施の形態の内視鏡保管庫１は、内視鏡の保管に用いられると示したが、これに
限らず、処置具の保管に用いられても構わないということは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本実施の形態を示す内視鏡保管庫を洗浄消毒装置とともに示す正面図。
【図２】図１の内視鏡保管庫及び洗浄消毒装置を、図１中のII方向からみた側面図。
【図３】図１の内視鏡収容部の開閉扉が開成されるとともに、内視鏡保持部が降下された
状態における内視鏡保管庫の部分斜視図。
【図４】図３の内視鏡保管庫を図３中のIVの方向からみた側面図。
【図５】図３の内視鏡保持部に内視鏡が保持され、内視鏡保持部が上昇されて、内視鏡が
収容室に収容された状態を示す内視鏡保管庫の部分正面図。
【図６】図１の内視鏡収容部の断面を、流体管路を中心に概略的に示す図。
【図７】図６のファンを駆動するための、内視鏡保管庫の電気回路の構成の概略を内視鏡
洗浄消毒装置とともに示すブロック図。
【符号の説明】
【００５７】
　１…内視鏡保管庫
　２…脚部
　３…内視鏡収容部
　３ｉ…収容室
　３ｔ…底面
　５…排出口
　６…流体管路
　７…吸気口
　９…フィルタ
　１３…ファン
　１５…内視鏡保持部
　５０…内視鏡
　１００…洗浄消毒装置
　１０２…蓋体
　Ｈ…高さ方向
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